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第２四半期業績予想と実績の差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 30 年４月 26 日に公表しました平成 31 年３月期（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日）の 

第２四半期業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 併せて、平成 31 年３月期の通期連結業績予想につきましても下記のとおり修正しましたのでお知らせ 

いたします。 

記 

１．第２四半期業績予想と実績との差異 

平成 31 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想と実績との差異（平成 30年 4 月 1日～平成 30 年９月 30 日） 

 

売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 

百万円

53,000

百万円

2,000

百万円

2,300

百万円 

1,400 

円 銭

32.78

実 績（B） 51,932 1,258 851 382 8.97

増 減 額（B－A） △1,067 △741 △1,448 △1,017 

増 減 率（％） △2.0 △37.1 △63.0 △72.6 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 30 年 3 月期第２四半期） 48,465 1,508 1,595 1,087 25.47

  

平成 31 年３月期第２四半期（累計）個別業績予想と実績との差異（平成 30年 4 月 1日～平成 30 年９月 30 日） 

 
売 上 高 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 

百万円

43,000

百万円

1,900

百万円 

1,300 

円 銭

30.44

実 績（B） 38,100 1,125 1,002 23.47

増 減 額（B－A） △4,899 △774 △297 

増 減 率（％） △11.4 △40.7 △22.9 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 30 年 3 月期第２四半期） 34,014 1,177 1,102 25.81



 

２．通期業績予想の修正 

 平成 31 年３月期通期 連結業績予想数値の修正（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日） 

 

売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 

百万円

130,000

百万円

13,400

百万円

13,800

百万円 

9,200 

円 銭

215.44

今回修正予想（B） 125,000 9,000 8,000 5,100 119.38

増 減 額（B－A） △5,000 △4,400 △5,800 △4,100 

増 減 率（％） △3.8 △32.8 △42.0 △44.6 

（ご参考）前期実績 

（平成 30 年 3 月期） 114,725 10,689 11,093 7,798 182.62

 

平成 31 年３月期通期 個別業績予想数値の修正（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日） 

 
売 上 高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 

百万円

101,000

百万円

9,100

百万円 

6,300 

円 銭

147.53

今回修正予想（B） 96,700 4,300 3,000 70.22

増 減 額（B－A） △4,300 △4,800 △3,300 

増 減 率（％） △4.3 △52.7 △52.4 

（ご参考）前期実績 

（平成 30 年 3 月期） 82,831 6,318 4,066 95.22

 

３．第２四半期業績予想と実績との差異及び通期業績予想修正の理由 

 （1）第２四半期連結業績予想との差異の理由 

 期初からの高気温の影響でガス販売量が大きく減少したことが主要因となり営業利益が、加えて、持分法

による投資損失を計上したことにより経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益でも、それぞれ前回予

想を下回りました。個別業績の差異につきましても、概ね同様の理由によるものです。 

（2）通期業績予想の修正理由 

   下期に開始する電力小売事業への先行投資を見込みますことと、ガス原料価格の上昇、ガス販売量の減少

を見積もりましたこと等により、予想を修正いたしました。 

 個別業績予想の修正につきましても、概ね同様の理由によるものです。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、 

今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 

 

 

 


